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学習目標 学習活動･内容 関心･意欲･態度 話す･聞く能力 書く能力 読む能力
言語についての知識･理解･
技能

A話すこと･聞
くこと

B書くこと C読むこと
伝統的な言語
文化他

●言葉の学習の意義を感じ
取る。

●音読し情景を想像する。
●言葉の学習の意義を感じ
取ろうとしている。

●音読によって語感を磨い
ている。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｳｴｵｶ (1)ｲ(ｱ)(ｲ)(ｳ)(ｴ)

●交流のよさを捉え、進ん
で交流しようとする姿勢を
作る。

●平仮名表記の効果を捉え
る。

●表記の工夫やキーワード
を捉えて読解を深めてい
る。

(2)ｱｲ (2)ｱｳ (ｵ)

●作品から想像したことの
理由を考えながら読む。

●小学校での言葉の学習の
成果を振り返る。

(1)ｱｲｳｴ

●中学校での言葉の学習の
方向性を理解する。

(2)ｱｲ

(1)ｱｵ

(2)ｱ

●成長するとは何かについ
て考える。

❶十分に言葉になっていな
い「岳」の言動を吟味し、
その気持ちを想像する。

●成長するとは何かについ
て考えようとしている。

●会話表現の特徴と効果に
注意して音読している。

●自立が成長の表れである
ことに気づいた「私」の気
持ちを的確にまとめてい
る。

●小説の特徴を理解してい
る。

(1)ｱｳｴｵ (1)ｲ(ｱ)(ｲ)(ｳ)(ｵ)

●会話表現の特徴と効果を
捉える。

❶「私」が「岳」の気持ち
を理解していく過程を、会
話を吟味して捉え、理解に
基づいて音読する。

●会話表現の特徴と効果を
捉えようとしている。

●自立が成長の表れである
ことに気づいた「私」の気
持ちについて交流してい
る。

●会話表現の特徴と効果に
ついてまとめている。

●小説の登場人物の捉え方
を理解している。

(2)ｱｳ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

❷自立が成長の表れである
ことに気づいた「私」の気
持ちをまとめ、交流してい
る。

●会話表現の特徴や効果を
考えながら音読する。

●家族の絆を考える。
❶「父」の言動をを吟味
し、その気持ちと気持ちの
変化を捉える。

●家族の絆について考えよ
うとしている。

●「父」の気持ちとその変
化を表現に基づいて説明し
ている。

●「父」の気持ちとその変
化を言動に基づいてまとめ
ている。

●「父」気持ちとその変化
を表す表現を理解してい
る。

●随想の特徴を理解してい
る。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)

●心理の変化を表す表現を
捉える。

❷家族の絆について考え
る。

●心理の変化を捉えようと
している。

●作者の執筆動機につい
て、考えを交流している。

●それぞれの家族に対する
「父」の気持ちの違いをま
とめている。

●それぞれの家族に対する
「父」の気持ちの違いか
ら、家族の絆の特徴を理解
している。

●小説と随想の違いを理解
している。

(2)ｳ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

●作者の執筆動機につい
て、考えを交流する。

なお、年度末までに学習内容が指導しきれなかった場合には、次年度に送ることも考えられる。ただし、その場合、教員間でしっかりと引継ぎをすること。

年間指導計画参考資料（中学校　国語）

1年
学校での授業時数

学校の授業以外での学習が可能と考えられる教材・学習活動　（赤字は、変更した学習活動）

感染症対策の観点から、指導順序を変更することが考えられる教材・学習活動

学校の授業以外での学習時数を差し引いた、学校での授業時数（変更の生じていないものは黒字で表示）

単元名

授業開き

小中架橋

１ 絆 ― 家族の中で

●言葉を通じて今ここに
いる自分を見つめる●

教材名

はる

あたらしい言葉の学びへ

海の　はじまり（扉詩）

0.5

(1)ｱｲｳｴ4 (1)ｲｳｴｵ

6
●会話や行動に表れた人物
の心理を理解している。

(1)ｳｴｵ (1)ｱｲｳｴｵ5

4

風呂場の散髪【必修①】

字のない葉書【必修②】

(1)ｲ(ｲ)(ｳ)

0｜
●音読･暗唱によって語感
を磨く。

●音読･暗唱によって語感
を磨く。

●「あたらしい言葉の学び
へ」を読んで、中学校での
言葉の学習の方向性を理解
しようとしている。

●「あたらしい言葉の学び
へ」を読んで、中学校での
言葉の学習の方向性を理解
している。

●人生経験や学習の蓄積に
応じて、言語能力はより確
かで深く自由なものになる
ことについて、理解を深め
ている。

(1)ｲ(ｱ)(ｲ)(ｳ)(ｵ)0
●音読･暗唱によって語感
を磨こうとしている。

●語感を磨くために音読・
暗唱している。

●音読･暗唱によって語感
を磨いている。

(1)ｳ

時数

≪第一学年≫　総時数140時間のうち「書写」に20時間、「国語」に120時間を配当。そのうち「話すこと･聞くこと」に18時間程度、「書くこと」に31時間程度を当てた。

学習目標･学習活動･評価規準 学習指導要領との対応

●表記の工夫やキーワード
に注目して読み取ってい
る。

0.5

●「あたらしい言葉の学び
へ」を読んで、中学校での
言葉の学習の方向性を理解
する。

学校での
授業時数

0

0.5



学習目標 学習活動･内容 関心･意欲･態度 話す･聞く能力 書く能力 読む能力
言語についての知識･理解･
技能

A話すこと･聞
くこと

B書くこと C読むこと
伝統的な言語
文化他

単元名 教材名 時数

学習目標･学習活動･評価規準 学習指導要領との対応
学校での
授業時数

●仲間の絆を考える。
❶サチの考えの変化に即し
て作品の展開を捉える。

●仲間の絆を捉えようとし
ている。

●情景描写に込められたサ
チの気持ちについて、表現
に即して考えを交流してい
る。

●「取り決め」についての
サチの考えの変化が表れて
いる表現を抜き出してい
る。

●サチの考えの変化に即し
て作品の展開を説明してい
る。

●小説の特徴を理解してい
る。

(1)ｱｲｳ (1)ｱｲｳｴｵｶ

●展開を捉える。
❷兄やんの行動を吟味して
仲間の絆を捉える。

●展開を捉えようとしてい
る。

●自分自身の家族につい
て、深めた認識を語ってい
る。

●サチの気持ちが込められ
た情景描写を抜き出してい
る。

●行動に込められた兄やん
の思いを説明している。

●他の作品との共通点や相
違点から、作品の特徴を捉
えている。

(2)ｱ (2)ｳ

❸他の作品との共通点や相
違点から、「兄やん」の特
徴を捉える。

●兄やんの行動がどのよう
に仲間の絆を守ったかを捉
えている。

❹自分自身の家族につい
て、深めた認識を語る。

●情景描写に込められたサ
チの気持ちを捉えている。

●他の作品と比較して「兄
やん」の特徴を捉えてい
る。

●自分自身の家族について
認識を深めている。

●実例に即して、「起承転
結」による視点の切り替え
を確かめている。

●実例に即して、視点の切
り替えによる認識の深まり
を確かめている。

(1)ｱｲｳｴｵｶ

(2)ｲ

●話題探しメモ･内容構想
メモを作り、スピーチで伝
えたいものをはっきりさせ
る。

●話す速度や声量、言葉の
調子や間の取り方、言葉の
選び方や話の順番、資料提
示の仕方やタイミングなど
について検討するため、リ
ハーサルを行っている。

●伝えたいものをはっきり
させるため、話題探しメ
モ･内容構想メモを作って
いる。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴ (1)ｲ(ｱ)(ｲ)(ｳ)(ｴ)

●スピーチ･メモを作り、
スピーチの構成を考える。

●聞き手に対して自分の好
きなものやお気に入りのも
のをが正確に印象深く伝わ
るように工夫し、話し言葉
の特色を生かして、分かり
やすいスピーチを行ってい
る。

●正確に印象深く伝わる構
成を考えながら、スピー
チ･メモを作っている。

(2)ｱｲ (2)ｲ (ｵ)

●リハーサルを通じて分か
りやすいスピーチ発表につ
いて考えを整理し、スピー
チを行う。

●話し手のスピーチに適切
な反応を返しながら聞いて
いる。

●話し手のスピーチ発表を
適切に受け止め、よい点を
中心にコメントしている。

●話し手のスピーチを受け
止め、コメントする。

●自分の経験などとすり合
わせながら聞き、メモを
取ってコメントを準備して
いる。

●聞き手からのコメントを
コメント･マップにまと
め、自分のスピーチを振り
返って、短い文章を書いて
いる。

●聞き手のコメントをコメ
ント･マップにまとめ、自
分のスピーチを振り返って
短い文章を書く。

2 0.5
●漢字の成り立ちについて
理解する。

●文（象形文字･指事文
字）と字（会意文字･形声
文字）とは何かを知る。

●漢字の成り立ちにおもし
ろさを感じ、漢和辞典を活
用して調べようとしてい
る。

●「六書」「国字」につい
て知り、漢字の一字一字を
見つめる方法を身につけて
いる。

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

話を「きく」

お気に入りを紹介しよう

漢字の成り立ち

初めてのちいさな旅（視点を変えて深
める構成〔起承転結〕）

漢字を見抜く１

発見する読み１

活動を考える１

話す聞く１

●話す速度や声量、言葉の
調子や間の取り方、言葉の
選び方や話の順番、資料提
示の仕方やタイミングなど
などの効果に注意し、話し
言葉の特色を生かして、適
切に話したり聞いたりして
いる。

(1)ｵｶ4.5
●スピーチの仕方を身につ
ける。

●スピーチの仕方を身につ
けようとしている。

4.5
●コメント・マップを作る
ために、聞き手のコメント
を読んでいる。

(1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)
●「聞き取りメモ」例を評
価している。

●コミュニケーションでは
「聞く」ことが重要である
ことを理解している。

2

0.50.5 ●メモの取り方を考える。

●既習教材から「聞く」こ
との重要性を確認し、「聞
き取りメモ」の取り方を考
える。

(1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)

2

●「起承転結」が視点を切
り替えることで認識を深め
る方法であることを理解す
る。

●実例に即して、「起承転
結」が視点を切り替えるこ
とで認識を深める方法であ
ることを理解する。

●「起承転結」が視点を切
り替えることで認識を深め
る方法であることを理解し
ようとしている。

(1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)
●「起承転結」を吟味して
読解を深める方法を理解し
ている。

(1)ｱｳｴｵ

0｜ (1)ｱｲｳｴｵ0兄やん【選択】

●「聞き取りメモ」の取り
方を考えようとしている。



学習目標 学習活動･内容 関心･意欲･態度 話す･聞く能力 書く能力 読む能力
言語についての知識･理解･
技能

A話すこと･聞
くこと

B書くこと C読むこと
伝統的な言語
文化他

単元名 教材名 時数

学習目標･学習活動･評価規準 学習指導要領との対応
学校での
授業時数

●文節、文節と文節との関
係について理解する。

●文が文節に分けられるこ
と、文節と文節との関係に
は、主語と述語の関係、修
飾と被修飾の関係、接続と
被接続の関係、並立の関
係、補助と被補助の関係、
独立の関係があることを知
る。

●文節、文節と文節との関
係について理解し、その知
識を言語活動に生かそうと
している。

●連文節の考え方について
理解する。

●連文節の考え方について
知る。

●連文節の考え方について
理解し、その知識を言語活
動に生かそうとしている。

●練習問題で知識を確かめ
る。

(1)ｱｵ

(2)ｱ

●社会の中の生を考える。

❶労働の社会性や創造性に
ついて具体的にまとめ、社
会の中で働く意味や意義に
ついて、考えを交流する。

●社会の中の生を考えよう
としている。

●社会の中で働く意味や意
義について、考えを交流し
ている。

●労働の社会性や創造性に
ついて具体的にまとめてい
る。

●労働の社会性や創造性に
ついて具体的に理解してい
る。

●評論の特徴を理解してい
る。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｴｵｶ (1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)

●展開に即して要旨を捉え
る。

❷表に整理することによっ
て異なる事例から共通点を
導き出していく文章展開を
捉え、交流によって確定
し、要旨をまとめる。

●展開に即して要旨を捉え
ようとしている。

●異なる事例から共通点を
導き出していく文章展開を
捉え、交流によって確定し
ている。

●異なる事例から共通点を
導き出していく文章展開を
表に整理し、要旨をまとめ
ている。

●社会の中で働く意味や意
義について理解を深めてい
る。

●文章展開に沿って要旨を
捉える方法を理解してい
る。

(2)ｱｲ (2)ｱ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

●労働の社会性に視点を当
てて、自分の職業観をノー
トなどに書く。

●労働の社会性に視点を当
てて、自分の職業観を書い
ている。

●異なる事例から共通点を
導き出していく文章展開に
即して、要旨を捉えてい
る。

●文章展開の工夫につい
て、ノートなどにまとめ
る。

●文章展開の工夫について
まとめている。

●労働の社会性に視点を当
てて職業観を深めている。

●自然と関わる生を考え
る。

❶表にキーワードを入れる
ことによって、全体構成を
捉える。

●自然と関わる生を考えよ
うとしている。

●全体構成を捉えるため
に、表にキーワードを入れ
ている。

●全体構成を捉えている。
●評論の特徴を理解してい
る。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｴｵｶ (1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)

●構成に即して主張を捉え
る。

❶異なる事例から共通点を
導き出していく文章構成を
捉え、共通点に着目して筆
者の主張をまとめる。

●構成に即して主張を捉え
ようとしている。

●異なる事例の共通点に着
目して筆者の主張をまとめ
ている。

●文章構成沿って筆者の主
張を理解している。

●文章構成に沿って筆者の
主張を捉える方法を理解し
ている。

(2)ｱｲ (2)ｱｲｳ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

❷他の作品に表された人間
と動物の関係と、筆者の主
張する人間と動物の関係の
違いについて交流し、人間
と動物の関わり方について
理解を深める。

●動物園展示の今後の展望
についてまとめている。

●他の作品と比較すること
によって、人間と動物の関
わり方について理解を深め
ている。

●動物園展示の今後の展望
について、ノートなどにま
とめる。

●動物園展示の今後の展望
について理解している。

●親から子へのメッセージ
を捉える。

❶重要な表現の意味を捉
え、交流する。

●親から子へのメッセージ
を捉えようとしている。

●重要な表現の意味につい
て、交流している。

●詩的表現の意味・工夫・
効果を理解している。

●詩の特徴を理解してい
る。

(1)ｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴｵｶ (1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)

●詩的表現の工夫や効果を
考える。

❷重要な表現上の工夫や効
果を考え、交流する。

●詩的表現の工夫や効果を
考えようとしている。

●重要な表現上の工夫や効
果について、考えを交流し
ている。

●表現に込められた親から
子へのメッセージを理解し
ている。

●詩的表現の工夫や効果を
理解している。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｱｳ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

❸表現に込められた親から
子へのメッセージを捉え
て、文章に書く。

●同じテーマの他の作品と
の共通点や相違点につい
て、考えを交流している。

●同じテーマの他の作品と
比較して、共通点や相違点
を捉えている。

❹同じテーマの他の作品と
比較して、共通点や相違点
を考え、交流する。

文節他

蝶（扉詩）

奈々子に

文法の学習１

２ 生命 ― 命の鎖

●言葉を通じて世界の中
での生についての認識を
広げる●

(1)ｱｲｳｴ

2
●表現に込められた親から
子へのメッセージを捉え
て、文章に書いている。

4

●他の作品に表された人間
と動物の関係と、筆者の主
張する人間と動物の関係の
違いについて交流してい
る。

2

1.5

●音読･暗唱によって語感
を磨いている。

(1)ｳ (1)ｲ(ｱ)(ｲ)(ｳ)(ｵ)

5 (1)ｱｲｳｴ

●音読･暗唱によって語感
を磨く。

●音読･暗唱によって語感
を磨く。

●音読･暗唱によって語感
を磨こうとしている。

●語感を磨くために音読・
暗唱している。

0｜

3

0

●文を文節に分け、文の構
造を考える考え方を身につ
けている。

(1)ｲ(ｴ)1 0.5

ものづくりに生きる【必修①】

変わる動物園【必修②】



学習目標 学習活動･内容 関心･意欲･態度 話す･聞く能力 書く能力 読む能力
言語についての知識･理解･
技能

A話すこと･聞
くこと

B書くこと C読むこと
伝統的な言語
文化他

単元名 教材名 時数

学習目標･学習活動･評価規準 学習指導要領との対応
学校での
授業時数

●価値について考える。

❶詩の質問に自分なりに応
答しながら読み、「おじさ
ん」の答えとの共通点と相
違点をノートなどに書き留
める。

●価値について考えようと
している。

●詩の主題に迫るために、
最後の質問に対する答えを
交流している。

●詩の質問に応答しながら
読んでいる。

●詩の特徴を理解してい
る。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴｵｶ (1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)

●表現に応答しながら読
む。

❷詩の展開に即して、作者
の思考がどのように変化し
深化しているか吟味する。

●表現に応答しながら読も
うとしている。

●同じ構成の他の作品と比
較して、共通点や相違点に
ついて交流している。

●詩の展開に即して、作者
の思考がどのように変化し
深化しているか理解してい
る。

●詩を応答的に読むことで
読解が深まることを理解し
ている。

(2)ｱｲ (2)ｱｳ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

❸最後の質問に対する答え
を交流することによって、
詩の主題に迫る。

●「価値とは何か、真に価
値あるものはあるのか」と
いう詩の主題に気づいてい
る。

❹同じ構成の他の作品と比
較して、共通点や相違点を
考え、交流する。

●同じ構成の作品でも、主
題や詩的表現の工夫が違う
ことを理解している。

●認識を獲得する喜びにつ
いて考える。

❶盲学校で培われた筆者の
認識方法を表に整理する。

●認識を獲得する喜びにつ
いて考えようとしている。

●盲学校で培われた筆者の
認識方法を表に整理してい
る。

●学びに対する筆者の思い
が込められた、表題などの
比喩表現を吟味して、認識
を獲得する筆者の喜びを共
感的に理解している。

●随想の特徴を理解してい
る。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴｵｶ (1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)

●体験を吟味する方法を捉
える。

❶視覚による認識方法が万
能でないことに気づくため
に、盲学校で培われた筆者
の認識方法が晴眼者にも有
効である場合を考え、交流
する。

●体験を吟味する方法を捉
えようとしている。

●筆者が改めて確信を持っ
た、盲学校で習った認識方
法を抜き出している。

●「目隠しトレール」の体
験を吟味して、盲学校での
学びについて筆者が再認識
していく過程を捉えてい
る。

●比喩表現を吟味して、そ
こに込められた思いを理解
している。

(2)ｱｲ (2)ｱｳ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

❶認識を獲得する筆者の喜
びを共感的に理解するため
に、学びに対する筆者の思
いが込められた、表題など
の比喩表現を吟味する。

●体験を吟味する方法につ
いて書いている。

●盲学校で習う認識方法
が、視覚を優先した晴眼者
の認識方法よりも優位とな
る場合を考え、晴眼者であ
る自分の認識方法を相対化
している。

●体験を吟味して認識を獲
得する方法について理解し
ている。

❷「目隠しトレール」の体
験を吟味して、盲学校での
学びについて筆者が再認識
していく過程を捉える。

●実際に、視覚以外の感覚
で体験を吟味してみること
によって、そのよさを理解
している。

●視覚を優先した晴眼者の
認識方法が優位とは限らな
いことを理解している。

❷筆者が改めて確信を持っ
た、盲学校で習った認識方
法を抜き出す。

❷盲学校で習う認識方法
が、視覚を優先した晴眼者
の認識方法よりも優位とな
る場合を考え、晴眼者であ
る自分の認識方法を相対化
する。

❸体験を吟味する方法につ
いて書く。

❹実際に、視覚以外の感覚
で体験を吟味してみること
によって、そのよさを捉え
る。

(1)ｱｲｳｴｵｶ

(2)ｳ

表現に目を向ける活動を考える２

●表現が与える印象の強さ
は、何が書かれているかだ
けでなく、どのように書か
れているかにもよることを
理解している。

(1)ｱ (1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)
●印象的な表現について考
える。

●既習教材から、強い印象
を受けた表現を書き出し、
印象が強い理由を考える。

●印象的な表現について考
えようとしている。

●既習教材から、強い印象
を受けた表現を書き出して
いる。

●印象が強い理由を考えて
いる。

0.5

●詩を応答的に読んだ結果
を書き留めている。

(1)ｱ

0｜

●視覚による認識方法が万
能でないことに気づくため
に、盲学校で培われた筆者
の認識方法が晴眼者にも有
効である場合を考え、交流
している。

(1)ｱｲｳｴ

2 1

0

何にでも値段をつける古道具屋のおじ
さんの詩

0.5

知識の樹木【選択】



学習目標 学習活動･内容 関心･意欲･態度 話す･聞く能力 書く能力 読む能力
言語についての知識･理解･
技能

A話すこと･聞
くこと

B書くこと C読むこと
伝統的な言語
文化他

単元名 教材名 時数

学習目標･学習活動･評価規準 学習指導要領との対応
学校での
授業時数

●次の手順でブックカバー
を作る。

●選んだ作品の魅力を伝え
る短い文章を書いている。

●ブックカバーの実物を参
照し、その構成要素を捉え
ている。

●自分が感じたことを伝え
るさまざまな表現法を身に
つけている。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴｵｶ

①実物を参照して、ブック
カバーの要素を捉える。

●選んだ作品の魅力を端的
に示すコピーや紹介文など
を書いている。

●既習教材などで魅力を感
じたものを選び、作品を決
めている。

●案内状や報告書など、実
用文の書式や書き方を理解
している。

(2)ｱｳ (2)ｳ

②既習教材などから、ブッ
クカバーを作る作品を決め
る。

●伝えたい魅力にふさわし
いデザインを工夫してい
る。

●案内状の書式や書き方を
理解し、とポスターの違い
を捉えている。

③作品の魅力を短い文章に
まとめる。

●作品の魅力やカバーの工
夫点などを説明カードに書
いている。

●報告書の書き方を理解し
ている。

④帯に用いるコピーや内容
紹介文などを作る。

●案内状やポスターを作っ
ている。

⑤デザインを工夫する。
●作品展の報告書を書いて
いる。

⑥ブックカバーにまとめ
る。

●次の手順でブックカバー
作品展を開催する。

①説明カードを添えるなど
展示方法を工夫する。

②案内状やポスターを作
り、来場を呼びかける。

③作品展の報告書を書く。

2 2
●漢字の声符について理解
する。

●声符とは何かを知り、漢
字を見抜く練習で確かめ
る。

●声符による漢字のまとま
りに気づき、「漢字のコラ
ム」を参考に、特定の声符
を取り上げてその声符につ
いての自分なりの漢字のま
とまりを完成しようとして
いる。

●形声文字の義符･声符と
は何かを知り、義符･声符
を見つめる方法を身につけ
ている。

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

●品詞分類の手続きを知
る。

●練習問題で知識を確かめ
る。

●身近な生活の中にある広
告コピーの表現の特徴につ
いて話し合う。

●自分の学校や学校生活に
ついて情報を集め、その中
からコピーに用いる適切な
言葉を選んでいる。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｴｵｶ

●コピー以外の広告表現の
特徴についても話し合う。

●選んだコピーにふさわし
い効果的なデザインを考え
ている。

(2)ｱｲ (2)ｲ (2)ｲ

●糸井重里の文章から、コ
ピーを作る際の発想法を捉
える。

●自分の学校についての情
報をマッピングなどを用い
て整理しながら、言葉を選
んでコピーを作る。

●コピーが与えるイメージ
にふさわしい絵や写真を用
い、デザインを工夫して学
校紹介の広告にまとめる。

●各自の作成した学校紹介
の広告を発表し、互いに意
見を述べ合う。

声符による漢字の読み

品詞分類

発想をひらく･情報を集める

私のブックデザイン

情報と表現１ (1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)4
●学校のよさを伝える広告
を作る。

●学校のよさを伝える広告
を作ろうとしている。

●作成した学校紹介の広告
を発表し、互いに意見を述
べ合いながら相互に学び合
い、各自の表現の参考にし
ている。

●糸井重里の文章から、広
がりのある発想法とその必
要性を捉えている。

●語句の辞書的な意味と文
脈上の意味との関係に注意
して書き、出来事や行為な
どを表す多様な語句につい
て理解を深めると共に、語
彙に関心を持っている。

●品詞分類について理解す
る。

●日本語の単語が名詞･動
詞･形容詞･形容動詞･副詞･
連体詞･接続詞･感動詞･助
動詞･助詞の十品詞に分け
られる手続きを理解し、そ
の知識を言語活動に生かそ
うとしている。

(1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)

●品詞分類を考える考え方
を身につけている。

(1)ｲ(ｴ)

3.5 ●本の魅力を伝える。
●本の魅力を伝えようとし
ている。

2

0.5

2

1

書く１

漢字を見抜く２

文法の学習２



学習目標 学習活動･内容 関心･意欲･態度 話す･聞く能力 書く能力 読む能力
言語についての知識･理解･
技能

A話すこと･聞
くこと

B書くこと C読むこと
伝統的な言語
文化他

単元名 教材名 時数

学習目標･学習活動･評価規準 学習指導要領との対応
学校での
授業時数

❶気になった表現、気に
入った表現を抜き出し、そ
の理由を書いて交流し、小
説のおもしろさを多角的に
捉える。

●気になった表現、気に
入った表現を抜き出し、そ
の理由を書いている。

●小説のおもしろさを多角
的に捉えている。

●近代小説の特徴を理解し
ている。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴｵｶ (1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)

❶別題を付け、それを交流
することによって小説の主
題に迫り、「木精」という
題名が付けられた理由につ
いて交流することによって
主題を捉える。

●小説の主題に迫るため
に、別題を付け、それを交
流している。

●小説に別題を付けてい
る。

●交流を通じて、小説の主
題に迫り、主題を捉えてい
る。

●小説のおもしろさを多角
的に捉えている。

(2)ｱｲ (2)ｱｳ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

●小説の主題を捉えるため
に、「木精」という題名が
付けられた理由について交
流している。

●小説の主題を捉える方法
を理解している。

(1)ｱｵ

(2)ｱ

●想像力の役割を考える。

❶表現に即して、娘と「お
じさん」との、想像力を働
かせた心の交流のよさを捉
えて説明し、想像力の役割
を理解する。

●想像力の役割を考えよう
としている。

●表現に即して、娘と「お
じさん」との、想像力を働
かせた心の交流について説
明している。

●娘と「おじさん」との、
想像力を働かせた心の交流
のよさを捉え、想像力の役
割を理解している。

●随想の特徴を理解してい
る。

(1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)

●筆者の考えとエピソード
との関係を考える。

❷表現に即して、題名に込
められた筆者の思いや思索
を捉え、筆者の考えとエピ
ソードとの関係を理解す
る。

●筆者の考えとエピソード
との関係を考えようとして
いる。

●表現に即して、題名に込
められた筆者の思いや思索
について考えを交流してい
る。

●題名に込められた筆者の
思いや思索を捉え、筆者の
考えとエピソードとの関係
を理解している。

●内容に即して文章の構造
を捉える方法を理解してい
る。

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

●文章の構造を生かして分
担を決め、朗読する。

●文章の構造を生かして分
担を決め、朗読している。

●文章の構造を理解してい
る。

●創造力の役割を考える。
❶文吉の行動に着目して、
物語を導入・展開・終結の
三部に分ける。

●創造力の役割を考えよう
としている。

●創造力の深化が人間理解
の深化を促していることを
踏まえて、創造力が人間に
とって持つ意味や役割につ
いて、考えを交流してい
る。

●文吉の行動に着目して、
物語を導入・展開・終結の
三部に分けている。

●モチーフ（面）に対する
文吉の気持ちや行動を吟味
してその意味を捉え、物語
の主題に迫る。

●小説の特徴を理解してい
る。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴｵｶ (1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)

●モチーフを吟味して主題
を捉える。

❶導入部・終結部で、モ
チーフ（面）に対する文吉
の気持ちや行動を吟味して
その意味を捉え、物語の主
題に迫る。

●モチーフを吟味して主題
を捉えようとしている。

●物語の主題を一文で書い
ている。

●文吉の創造力の深化が人
間理解の深化を促している
ことを踏まえて、創造力が
人間にとって持つ意味や役
割を理解している。

●モチーフ（面）を吟味し
て主題を捉える方法を理解
している。

(2)ｲ (2)ｱｳ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

❷展開部・終結部で、文吉
の創造力の深化が人間理解
の深化を促していることに
交流を通じて気づき、創造
力が人間にとって持つ意味
や役割を考える。

●物語の主題を捉えてい
る。

●物語の主題を一文にまと
め、ノートなどに書く。

木精

私のカメラ（扉詩）３ 群像 ― 出会いと発見

●言葉を通じて想像／創
造について考えよう●

読書１

(1)ｱｲｳｴｵ

●音読･暗唱によって語感
を磨いている。

(1)ｳ (1)ｲ(ｱ)(ｲ)(ｳ)(ｵ)

4 (1)ｲｳｴｵ

●音読･暗唱によって語感
を磨く。

●音読･暗唱によって語感
を磨く。

●音読･暗唱によって語感
を磨こうとしている。

●音読･暗唱によって語感
を磨いている。

●語感を磨くために音読・
暗唱している。

0｜

(1)ｱｲｳｴｵｶ

4
●小説の主題について考え
る。

●小説の主題について考え
ようとしている。

(1)ｱｲｳｴｵ4

0

4

45

空飛ぶ魔法のほうき【必修①】

ぬすびと面【必修②】



学習目標 学習活動･内容 関心･意欲･態度 話す･聞く能力 書く能力 読む能力
言語についての知識･理解･
技能

A話すこと･聞
くこと

B書くこと C読むこと
伝統的な言語
文化他

単元名 教材名 時数

学習目標･学習活動･評価規準 学習指導要領との対応
学校での
授業時数

●人生・運命の不思議さを
考える。

❶物語を起承転結の四部に
分け、構成を捉える。

●人生・運命の不思議さを
考えようとしている。

●読んだことのある短編小
説のおもしろさを紹介して
いる。

●物語を起承転結の四部に
分けている。

●起承転結の構成
●小説の特徴を理解してい
る。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴｵｶ (1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)

●短編小説の技法と特色を
捉える。

❶犯罪者としての狡猾さと
旧友を大切に思う律儀さと
いうボブの二面性を表す表
現を抜き出し、その効果を
考える。

●短編小説の技法と特色を
捉えようとしている。

●作者の他の作品と読み比
べ、人生や運命の不思議さ
について、考えを交流して
いる。

●ボブの二面性を示す表現
を抜き出している。

を捉えている。
●短編小説の技法や特色を
理解している。

(2)ｱｲ (2)ｱｳ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

❶結末の工夫は、謎を一気
に明らかにすることで、お
もしろさを増す効果を狙っ
たものであることを理解す
る。

●ボブの二面性を表す表現
の効果を理解している。

❶読んだことのある短編小
説のおもしろさを紹介し
て、短編小説の技法と特色
について理解を深めると共
に、相互に読書を促進す
る。

●結末の工夫でおもしろさ
が増す効果を理解してい
る。

❷作者の他の作品と読み比
べ、人生や運命の不思議さ
について、考えを交流す
る。

●おもしろさを生む、短編
小説の技法と特色について
理解を深めている。

●作者の他の作品と読み比
べ、人生や運命の不思議さ
について理解を深めてい
る。

●性格描写から「浩」の人
物像を捉え、交流によって
掘り下げている。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴｵｶ

●性格描写から「宗一」の
人物像を捉えている。

(2)ｱｲ (2)ｱｳ

●両者の人物像から作品の
読解を深めている。

●既習教材から、充実した
言葉のやりとりを実現する
ための効果的な言葉のつな
ぎ方の実例を捉える。

●相手を深く理解するに
は、充実した言葉のやりと
りを実現するための効果的
な言葉のつなぎ方が必要で
あることを理解している。

(1)ｱｲｳｴｵｶ

●インタビュー例から、失
敗した言葉のつなぎ方の実
例を捉え、問題意識を持
つ。

●インタビューを成功させ
るには、効果的な言葉のつ
なぎ方が必要であることを
理解している。

(2)ｳ

言葉でつなぐ活動を考える３

発見する読み２

(1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)

(1)ｲ (1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)

0.5
●効果的な言葉のつなぎ方
を知る。

●効果的な言葉のつなぎ方
を知ろうとしている。

●性格描写を捉えて読解を
深める方法を理解する。

●性格描写を抜き出して
「浩」と「宗一」の人物像
を捉え、交流を通じて人物
像を掘り下げ、作品の読解
を深める。

●性格描写を捉えて読解を
深める方法を理解しようと
している。

●「浩」の人物像を掘り下
げるために、交流してい
る。

●人物像を捉えるために性
格描写を抜き出している。

●性格描写を捉えて読解を
深める方法を理解してい
る。

1

0.5

00｜

物と心（人物から掘り下げる〔「性格
描写」を捉える〕）

(1)ｲ

1

●インタビューとは、相手
をより深く知るための充実
した言葉のやりとりである
ことを理解している。

二十年後【選択】



学習目標 学習活動･内容 関心･意欲･態度 話す･聞く能力 書く能力 読む能力
言語についての知識･理解･
技能

A話すこと･聞
くこと

B書くこと C読むこと
伝統的な言語
文化他

単元名 教材名 時数

学習目標･学習活動･評価規準 学習指導要領との対応
学校での
授業時数

●《インタビューを受ける
側》人に話したいと思う出
来事や体験をカードに書き
出す。

●質問の内容や順番などの
聞き方を工夫して、相手の
身近な出来事や体験につい
て聞き出している。

●インタビューとは、充実
した言葉のやりとりを通し
て、相手の考えていること
をより深く知るための行為
であることを理解してい
る。

(1)ｱｲｳｴｵ

●《インタビューをする
側》カードを見て、知りた
い出来事や体験を選び、重
要度や順番を含めて質問を
考える。

●それぞれの立場から、自
分 た ち が 行 っ た イ ン タ
ビューについて振り返り話
し合っている。

●充実した言葉のやりとり
を実現するための、質問の
内容や構成について理解し
ている。

(2)ｱｲ

●インタビューを行う。記
録役はやりとりの要点を記
録する。

●インタビューをする側、
インタビューを受ける側、
記録役、それぞれの立場か
ら、インタビューを振り返
り話し合う。

2 2
●漢字の部･部首･部首名に
ついて理解する。

●部･部首･部首名とは何か
を知り、漢字を見抜く練習
で確かめる。

●部首別になっていること
を漢和辞典で確かめ、任意
の特定の部に収められてい
る漢字を眺め渡して、意味
の関連に気づこうとしてい
る。

●部首から漢字の意味を推
測する方法を身につけてい
る。

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

●名詞、名詞の種類と特
徴、代名詞の種類と特徴に
ついて知る。

●練習問題で知識を確かめ
る。

◎評論から学んだことをも
とに、調べて書くための方
法を学ぶ。

❶筆者の調査が成功した要
因について、気持ち・行
動・方法に分けて表に整理
し、交流する。

◎評論から学んだことをも
とに、調べて書くための方
法を学ぼうとしている。

●筆者の調査が成功した要
因について交流している。

●筆者の調査が成功した要
因について、気持ち・行
動・方法に分けて表に整理
している。

●気持ち・行動・方法、全
ての面で、言葉と心の関係
を大切にした結果、筆者の
調査が成功したことを理解
している。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴｵｶ (1)ｲ(ｱ)(ｲ)(ｳ)(ｴ)

●言葉と心の関係を考え
る。

❷比喩表現を吟味して主題
を説明する。

●言葉と心の関係を考えよ
うとしている。

●比喩表現を吟味して主題
を説明している。

●言葉についての調査テー
マを決め、調査計画書を
作っている。

●比喩表現を吟味して主題
を捉えている。

(2)ｱｲ (2)ｲ (2)ｱｳ (ｵ)

●言葉と心の関係から文章
の主題を捉える。

❸言葉についてテーマを決
め、立案した調査計画に基
づいて調査・分析し、調査
報告書にまとめる。

●言葉と心の関係から文章
の主題を捉えようとしてい
る。

●テーマについて調査して
いる。

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

●テーマについての調査結
果を分析している。

●テーマについての調査報
告書をまとめている。

(1)ｱｵ

(2)ｱ

●言葉とその語り手につい
て考える。

●古典の言葉の背後に語り
手がいることを理解する。

●言葉とその語り手につい
て考えようとしている。

●古典の言葉の背後に語り
手がいることを理解してい
る。

(1)ｱｲｴｵ (1)ｱ(ｱ)(ｲ)

●古典を読む時の読みの構
えを作る。

●背後の語り手を捉え、語
り手と応答する読みが古典
読解を深めることを理解し
て、古典読解の読みの構え
を作る。

●古典を読む時の読みの構
えを作ろうとしている。

●背後の語り手を捉え、語
り手と応答する読みが古典
読解を深めることを理解し
ている。

(2)ｱｳ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

インタビューをしよう

部首による漢字の意味

名詞･代名詞

片言を言うまで

貝殻（扉詩）

言葉の向こうに

４ 伝統 ―　時を超えて

話す聞く２

漢字を見抜く３

文法の学習３

表現に向かう読み

●古典の語り手を捉え語
り手と対話し応答する力
を高めよう●

●調べて書くための方法を
理解している。

●名詞についての見方、考
え方、知識を身につけてい
る。

2

0

1
●語り手と応答する読みと
その意義について理解して
いる。

●音読･暗唱によって語感
を磨いている。

(1)ｳ (1)ｲ(ｱ)(ｲ)(ｳ)(ｵ)

1

●音読･暗唱によって語感
を磨く。

●音読･暗唱によって語感
を磨く。

●音読･暗唱によって語感
を磨こうとしている。

●音読･暗唱によって語感
を磨いている。

●語感を磨くために音読・
暗唱している。

0｜

(1)ｲ(ｱ)(ｲ)(ｳ)

1
●名詞の働きについて理解
する。

●名詞、名詞の種類と特
徴、代名詞の種類と特徴に
ついて理解し、その知識を
言語活動に生かそうとして
いる。

●友達の考えていることを
より深く知る。

●友達の考えていることを
より深く知ろうとしてい
る。

●インタビューの要点を的
確に記録している。

(1)ｱｲ3.5

(1)ｲ(ｴ)

3.5

0.5

4



学習目標 学習活動･内容 関心･意欲･態度 話す･聞く能力 書く能力 読む能力
言語についての知識･理解･
技能

A話すこと･聞
くこと

B書くこと C読むこと
伝統的な言語
文化他

単元名 教材名 時数

学習目標･学習活動･評価規準 学習指導要領との対応
学校での
授業時数

●語り手が伝えようとした
ことを捉える。

❶絵本や童話で流布されて
いる話と原作の差異を探し
て発表し、原作の語り手が
伝えようとしたことに興味
を持つ。

●語り手が伝えようとした
ことを捉えようとしてい
る。

●絵本や童話で流布されて
いる話と原作の差異を発表
している。

●語り手が伝えようとし
た、月の世界と地上の世界
の差異を表にまとめてい
る。

●絵本や童話で流布されて
いる話と原作の差異に気づ
いている。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴｵｶ (1)ｱ(ｱ)(ｲ)

●内容を理解して音読し、
古文特有のリズムを味わ
う。

❶語り手が伝えようとし
た、月の世界と地上の世界
の差異を、表にまとめて捉
える。

●内容を理解して音読し、
古文特有のリズムを味わお
うとしている。

●内容理解に基づいた音
読・暗唱の交流を通じて、
古文特有のリズムを味わっ
ている。

●冒頭文を現代語訳してい
る。

●語り手が伝えようとし
た、月の世界と地上の世界
の差異を、表から捉えてい
る。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｱｳ (1)ｲ(ｱ)(ｲ)(ｳ)(ｴ)

❶語り手が考える地上人に
とってのかけがえのないも
のを、帝・翁・嫗の言動か
ら捉える。

●語り手が翁を主人公と考
えていた理由を書いてまと
めている。

●語り手が考える地上人に
とってのかけがえのないも
のを、帝・翁・嫗の言動か
ら捉えている。

(ｵ)

❷現代語訳による内容理解
に基づいて、冒頭文を音
読・暗唱し合い、古文特有
のリズムを味わう。

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

●語り手が翁を主人公と考
えていた理由を書いてまと
める。

●語り手のものの見方を捉
える。

❶聖と猟師の思想を対比し
て捉える。

●語り手のものの見方を捉
えようとしている。

●無知と慮りについての語
り手の考えについて交流し
ている。

●聖と猟師の思想を対比し
て捉えている。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴｵｶ (1)ｱ(ｱ)(ｲ)

●登場人物や語り手のもの
の見方を踏まえて、音読す
る。

❶表現に即して、無知と慮
りについての語り手の考え
を捉え、交流する。

●登場人物や語り手のもの
の見方を踏まえて、音読し
ようとしている。

●「法然上人絵伝」に見ら
れる当時の通念と、語り手
の思想との差異について交
流している。

●表現に即して、無知と慮
りについての語り手の考え
を捉えている。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｱｳ (1)ｲ(ｱ)(ｲ)(ｳ)(ｴ)

❶「法然上人絵伝」に見ら
れる当時の通念と、語り手
の思想との差異を捉えて、
交流する。

●登場人物や語り手のもの
の見方にふさわしい読み方
を話し合って工夫してい
る。

●「法然上人絵伝」に見ら
れる当時の通念と、語り手
の思想との差異を捉えてい
る。

(ｵ)

❷誰が語っている言葉かを
明らかにした上で、登場人
物や語り手のものの見方に
ふさわしい読み方を話し
合って工夫し、聖役・猟師
役・語り手役を決めて分担
して音読する。

●聖役・猟師役・語り手役
を決めて分担して音読して
いる。

●誰が語っている言葉かを
明確に捉えている。

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

●語り手の視点から自分の
体験などを見つめ直し、文
章に書く。

― ―
●歴史的仮名遣いについて
理解し、読み方を身につけ
る。

●歴史的仮名遣いについて
理解し、読み方を身につけ
る。

●歴史的仮名遣いについて
理解し、読み方を身につけ
ようとしている。

●歴史的仮名遣いについて
理解し、読み方を身につけ
ている。

(1)ｱ(ｱ)

竹取物語（姫の物語？　翁の物語？）

4
●語り手の視点から自分の
体験などを見つめ直し、文
章に書いている。

●内容理解を生かして音読
を工夫する方法を理解して
いる。

宇治拾遺物語（とらわれた心に突き立
つ矢）

古典の仮名遣い

5
●古文特有のリズムを捉え
ている。

4

3



学習目標 学習活動･内容 関心･意欲･態度 話す･聞く能力 書く能力 読む能力
言語についての知識･理解･
技能

A話すこと･聞
くこと

B書くこと C読むこと
伝統的な言語
文化他

単元名 教材名 時数

学習目標･学習活動･評価規準 学習指導要領との対応
学校での
授業時数

●書き下し文で原話の内容
を捉える。

❶「五十歩百歩」の書き下
し文を読み、例話によって
孟子が恵王に示唆したこと
を捉える。

●書き下し文で原話の内容
を捉えようとしている。

●「矛盾」の論理に当ては
まる事例を生活の中から探
し、発表している。

●「五十歩百歩」の論理を
踏まえた、例話を作ってい
る。

●「五十歩百歩」で、例話
によって孟子が恵王に示唆
したことを捉えている。

●返り点の用法や送り仮名
について理解している。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴｵｶ (1)ｱ(ｱ)(ｲ)

●訓読文を音読し、その内
容と特有のリズムを味わ
う。

❶「矛盾」の書き下し文を
読み、例話が示唆する事態
を捉える。

●訓読文を音読し、その内
容と特有のリズムを味わお
うとしている。

●理解に基づき、さまざま
に工夫して「矛盾」の訓読
文を音読・暗唱し、漢文特
有のリズムを味わってい
る。

●「矛盾」の訓読文を現代
語訳している。

●「矛盾」の書き下し文を
読み、例話が示唆する事態
を捉えている。

●さまざまな故事成語の意
味・用法・背景について理
解している。

(2)ｱｲ (2)ｱｳ (1)ｲ(ｱ)(ｲ)(ｳ)(ｴ)

❶例話を作ったり事例を探
したりして、「五十歩百
歩」「矛盾」の今の言語生
活での意味用法を捉える。

●他の故事成語の意味・用
法・背景について調べてい
る。

(ｵ)

❷現代語訳することで内容
を理解し、返り点の用法や
送り仮名に注意しながら、
さまざまに工夫して「矛
盾」の訓読文を音読・暗唱
することによって、漢文特
有のリズムを味わう。

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

●他の故事成語の意味・用
法・背景について調べる。

― ―
●訓読の仕方を理解し、読
み方を身につける。

●訓読の仕方を理解し、読
み方を身につける。

●訓読の仕方を理解し、読
み方を身につけようとして
いる。

●訓読の仕方を理解し、読
み方を身につけている。

(1)ｱ(ｱ)(ｲ)

(1)ｱｲｳｴｵｶ

(2)ｲｳ

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴｵｶ

(2)ｱｲ (2)ｲｳ

●これまで経験した印象深
い出来事の中から、自分と
は違う立場で参加した人を
取材相手に選ぶ。

●印象深い出来事の中でさ
らに知りたいことを明らか
に す る た め に 、 イ ン タ
ビューなどの取材方法を工
夫して、取材相手の体験を
聞き出している。

●取材相手の話の要点を落
とさないように、取材メモ
の取り方を工夫している。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴｵｶ (1)ｲ(ｱ)(ｲ)(ｳ)(ｴ)

●取材相手について、さら
に知りたいことを選んで取
材する。

●記事の内容・まとめ方・
構成などについて、感想や
意見を交流している。

●取材結果を短い文章にま
とめている。

(2)ｱｲ (2)ｲｳ (2)ｲｳ (ｵ)

●取材結果を短い文章にま
とめ、その中から記事の中
心にする事柄を選ぶ。

●取材結果の中から、相手
の状況や心情が最もよく表
れているものを選び、それ
を中心にして分かりやすい
文章を書いている。

●印象的なタイトル、デー
タ、リード文をつけて、新
聞記事にまとめる。

●読者をひきつけるタイト
ルや、読む意欲をかきたて
るリード文を書いている。

●取材相手の校閲も受け
て、推敲し清書する。

●読者に対して説得力のあ
るデータを効果的に提示し
ている。

●記事を読み合い、内容・
まとめ方・構成などについ
て、感想や意見を交流す
る。

●まとめた新聞記事の内
容、タイトル、データ、
リード文が適切か、取材相
手の校閲も受けて推敲して
いる。

古典読書

活動を考える４

書く２

●まとめた新聞記事の内
容、タイトル、データ、
リード文が適切か、取材相
手の校閲も受けて読み直し
ている。

●報道文の述べ方や新聞記
事の構成を理解している。

3.5隠れた世界を知る 3
●身近な出来事を報道文で
伝える。

●身近な出来事を報道文で
伝えようとしている。

(1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｴ)(ｵ)

(1)ｱ(ｱ)(ｲ)
●絵巻を吟味して、古典に
ついて絵師が伝えようとし
たことを捉えている。

●絵巻を吟味する観点を理
解している。

●新聞の役割と特徴につい
て考える。

●同じ題材について書いた
二つの記事を比べて、新聞
の役割と特徴について考え
る。

●新聞の役割と特徴につい
て考えようとしている。

広く事実を伝える

01
●絵巻における古典受容を
捉える。

●絵巻を吟味して、古典に
ついて絵師が伝えようとし
たことをノートなどにまと
める。

●絵巻における古典受容を
捉えようとしている。

故事成語

漢文の訓読

絵巻を読む

0.5

●同じ題材について書いた
二つの記事を比べて、構成
や内容の特徴について、気
づいたことを交流してい
る。

●同じ題材について書いた
二つの記事を比べて、構成
や内容の特徴を捉えてい
る。

●新聞の特徴を理解してい
る。

(1)ｱｳｴ5 5

0.5



学習目標 学習活動･内容 関心･意欲･態度 話す･聞く能力 書く能力 読む能力
言語についての知識･理解･
技能

A話すこと･聞
くこと

B書くこと C読むこと
伝統的な言語
文化他

単元名 教材名 時数

学習目標･学習活動･評価規準 学習指導要領との対応
学校での
授業時数

●甲骨文字や金文に関心を
持ち、漢字の原義を知ろう
としている。

●別字に読み誤らない限
り、漢字の点画の書き方に
過度に神経質になる必要の
ないことに気づき、書きや
すい書き方で漢字を書きこ
なそうとしている。

●副詞、副詞の種類、副詞
の転成、連体詞、転成して
できた連体詞について知
る。

●練習問題で知識を確かめ
る。

(1)ｲ(ｱ)(ｲ)(ｳ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

(1)ｱｵ

(2)ｱ

●自己との向き合い方を考
える。

❶筆者の子供時代の回想を
ノートなどにまとめ、人物
像を捉える。

●自己との向き合い方を考
えようとしている。

●絵から受けた衝撃につい
て、言葉に即して吟味した
結果を説明し合っている。

●筆者の子供時代の回想を
まとめている。

●子供時代の筆者の人物像
を捉えている。

●随想の特徴を理解してい
る。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴｵｶ (1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)

●回想表現の特長や意義を
捉える。

❶表現に即して、「まな
ちゃんの絵」から筆者が受
けた衝撃について考え、交
流する。

●回想表現の特長や意義を
捉えようとしている。

●文体の変化やそれに対応
する筆者の気持ちの変化に
ついて話し合っている。

●絵から受けた衝撃につい
て、言葉に即して吟味した
結果を書いている。

●筆者が受けた衝撃につい
て、言葉に即して吟味し、
掘り下げている。

●回想表現の特長と意義を
捉えている。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｱｳ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

❶絵から受けた衝撃が読み
取れる言葉を拾い出して吟
味し、その結果をまとめ、
説明し合う。

●絵から受けた衝撃で、筆
者の自己との向き合い方が
どのように変化したか、ま
とめている。

●筆者の自己との向き合い
方がどのように変化したか
捉えている。

❷文体の変化やそれに対応
する筆者の気持ちの変化を
捉え、交流する。

●回想表現の意義について
書いている。

●文体の変化やそれに対応
する筆者の気持ちの変化を
捉えている。

●回想表現の意義について
書く。

●回想表現の意義を捉えて
いる。

●他者と関わる自己を考え
る。

❶表現に即して、「盗み」
に至る「僕」の気持ちの変
化を捉える。

●他者と関わる自己を考え
ようとしている。

●表現に即して、「盗み」
に至る「僕」の気持ちの変
化を説明している。

●蝶に対する純粋な思いが
盗みにつながっていくこと
を示す表現を抜き出してい
る。

●「盗み」に至る「僕」の
気持ちの変化を読み取って
いる。

●小説の特徴を理解してい
る。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴｵｶ (1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)

●語りの構造から人物関係
を捉える。

❶表現に即して、「僕」の
「エーミール」への思いを
捉える。

●語りの構造から人物の関
係を捉えようとしている。

●表現に即して、「僕」の
「エーミール」への思いを
説明している。

●「僕」の「エーミール」
への思いを示す表現を抜き
出している。

●「僕」の「エーミール」
への思いを読み取ってい
る。

●語りの構造を理解してい
る。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｱｳ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

❶表現に即して、「僕」が
最後の行動に追い込まれて
いく過程を捉える。

●語りの構造に着目して読
解が広がった経験について
書いている。

●「僕」が最後の行動に追
い込まれていく過程を読み
取っている。

●語りの構造を捉えて読解
を深める方法を理解してい
る。

❷語りの構造に着目して
「客」と「私」の関係を掘
り下げて捉える。

●語りの構造に着目して
「客」と「私」の関係を掘
り下げて捉えている。

●語りの構造に着目して読
解を広げる。

●語りの構造に着目して読
解を広げている。

発音と表記　他

大切なもの（扉詩）５ 世界 ―　関係の中で

言葉と生活・言葉と文化

●言葉を通じて他者との
関係の中で生きる人間の
姿を捉えよう●

6

(1)ｲ(ｱ)(ｲ)(ｳ)(ｵ)

3

●音読･暗唱によって語感
を磨く。

●音読･暗唱によって語感
を磨こうとしている。

●音読･暗唱によって語感
を磨いている。

●語感を磨くために音読・
暗唱している。

●音読･暗唱によって語感
を磨いている。

2.5

0｜
●音読･暗唱によって語感
を磨く。

●仮名の音変化や表記の変
化、漢字の音変化、語の意
味変化について、日本語の
歴史を踏まえて理解する。

●日本語の発音･表記･意味
の変化について語史に基づ
いて理解し、その知識を言
語活動に生かそうとしてい
る。

●日本語の主体的な継承者
として母語を捉える態度を
身につけている。

(1)ｳ

2

0

2
●発音･表記･意味の変化の
歴史を理解する。

1

●書体の変遷を踏まえ、書
きやすい書体で漢字を書き
こなす方法を身につけてい
る。

●副詞･連体詞について理
解し、その知識を言語活動
に生かそうとしている。

1

1

●漢字の起こり、書体の変
遷について理解する。

●甲骨文字･金文･篆書･隷
書･楷書･行書･草書という
書体の変遷、活字体（明朝
体・教科書体）と手書きの
楷書体の違いについて知
り、漢字を見抜く練習で確
かめる。

漢字の書体

副詞･連体詞
●副詞･連体詞についての
見方、考え方、知識を身に
つけている。

●副詞･連体詞の働きにつ
いて理解する。

1

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

(1)ｲ(ｱ)(ｲ)(ｴ)

漢字を見抜く４

文法の学習４

まなちゃんの道【必修①】

少年の日の思い出【必修②】 6



学習目標 学習活動･内容 関心･意欲･態度 話す･聞く能力 書く能力 読む能力
言語についての知識･理解･
技能

A話すこと･聞
くこと

B書くこと C読むこと
伝統的な言語
文化他

単元名 教材名 時数

学習目標･学習活動･評価規準 学習指導要領との対応
学校での
授業時数

●表現を通じた他者との関
わりを考える。

❶自分がおもしろく感じた
箇所とその理由をメモす
る。

●表現を通じた他者との関
わりを考えようとしてい
る。

●おもしろく感じた箇所と
その理由を発表し合ってい
る。

●自分がおもしろく感じた
箇所とその理由をメモして
いる。

●自分がおもしろく感じた
箇所とその理由を捉えてい
る。

●小説の特徴を理解してい
る。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴｵｶ

●独自の視点で読む方法を
捉える。

❶メモを発表し合うことに
よって、別の感じ方や見方
を知り、読解の幅を広げ
る。

●独自の視点で読む方法を
捉えようとしている。

●自分との共通点や相違点
に注意しながら、友達がお
もしろく感じた箇所とその
理由を聞いている。

●改めて選んだ箇所に対し
て、さまざまな方法で読み
深めを試み、読み深められ
たことを書いている。

●自分との共通点や相違点
に注意しながら、友達がお
もしろく感じた箇所とその
理由を聞いて、多様な読解
の仕方や感じ方があること
に気づき、読解の幅を広げ
ている。

●多様な読解の観点や読解
法が、読みを深めるために
有効であることを理解して
いる。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｱｳ

❶改めて選んだ箇所に対し
て、さまざまな方法で読み
深めを試み、読み深められ
たことを書く。

●表現力の捉え方で、「ぬ
すびと面」と共通する点を
出し合う。

●「僕」の書き方の変化を
整理している。

●改めて選んだ箇所に対し
て、さまざまな方法で読み
深めを試みている。

❷「僕」の書き方の変化を
整理して捉える。

●ヨーランの作文と「僕」
の作文に対する先生の評価
を整理している。

●「僕」の書き方の変化を
捉えている。

❷ヨーランの作文と「僕」
の作文に対する先生の評価
を整理して、先生の評価基
準を捉える。

●先生の評価基準を捉えて
いる。

❸先生に対する質問を考
え、先生の立場でその質問
に答えることによって、
「僕」の作文を誤解する原
因になった、先生の表現観
を捉える。

●先生に対する質問を考
え、先生の立場でその質問
に答えることによって、
「僕」の作文を誤解する原
因になった、先生の表現観
を捉えている。

●表現力の捉え方で、既習
教材と共通する点を出し合
う。

●表現力の捉え方で、「ぬ
すびと面」と共通する点を
理解している。

●自由な視点の切り替えに
着目して、段落に分けてい
る。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴｵｶ (1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｴ)(ｵ)

●事柄をより深く捉えてい
る語句を抜き出している。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｱｳ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

●新字体･簡易慣用字体と
は何かを知り、漢字を見抜
く練習で確かめる。

●改定された常用漢字表の
字体について知る。

●接続詞、接続詞の種類、
感動詞、感動詞の種類につ
いて知る。

●練習問題で知識を確かめ
る。

旧字体と新字体･簡易慣用字体

指示語

接続詞･感動詞

発見する読み３

漢字を見抜く５

●接続詞･感動詞の働きに
ついて理解する。

●接続詞･感動詞について
理解し、その知識を言語活
動に生かそうとしている。

●接続詞･感動詞について
の見方、考え方、知識を身
につけている。

1 0.5

1
●指示語の働きについて理
解する。

文法の学習５

文法の学習６ (1)ｲ(ｴ)

0

(1)ｲ(ｴ)

●「こそあど言葉」によっ
て指示される内容を的確に
聞き取ったり読み取ったり
する態度を身につけてい
る。

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

●「これ･それ･あれ･ど
れ」によって指示語の働き
を知り、「この･その･あ
の･どの」「ここ･そこ･あ
そこ･どこ」「こう･そう･
ああ･どう」「こんな･そん
な･あんな･どんな」など
「こそあど言葉」と言われ
る類似の語を整理し、どう
用いられるかを考える。

●「こそあど言葉」が体系
立っていることを確かめ、
その用法を理解し、その知
識を言語活動に生かそうと
している。

1

●同じ声符と見られるのに
音に関連性がないのは新字
体に整理された結果であっ
たことを知り、旧字体を調
べて確かめようとしてい
る。

1
●旧字体･新字体などにつ
いて理解する。

1

(1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)

1
●自由に視点を切り替え
て、事柄をより深く捉える
ための方法を理解する。

●自由に視点切り替えて、
事柄をより深く捉えるため
の方法を、実例に即して理
解する。

●自由に視点を切り替え
て、事柄をより深く捉える
ための方法を理解しようと
している。

●自由に視点を切り替え
て、事柄をより深く捉える
ための方法を理解してい
る。

●自由な視点切り替えに気
づき、読解を深める方法を
理解している。

0

●主な新字体･簡易慣用字
体の旧字体を知り、旧字体
で書かれた文書の漢字を読
みこなす方法に気づいてい
る。

生物が消えていく（深めること・明確
にすること〔視点の切り替え〕）

シェークvs.バナナ･スプリット【選択】 0｜



学習目標 学習活動･内容 関心･意欲･態度 話す･聞く能力 書く能力 読む能力
言語についての知識･理解･
技能

A話すこと･聞
くこと

B書くこと C読むこと
伝統的な言語
文化他

単元名 教材名 時数

学習目標･学習活動･評価規準 学習指導要領との対応
学校での
授業時数

●童話の一節を描いた二枚
の絵を比べて違いに気づ
き、その理由について話し
合う。

●童話の一節を描いた二枚
の絵を比べて違いに気づ
き、その理由について話し
合っている。

●イメージを心に思い描き
ながら童話の一節を読んで
いる。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴｵｶ

●童話の一節から自分が受
けたイメージを絵に描き、
与えられた観点で友達の絵
と比べて違いを捉える。

●与えられた観点に従っ
て、自分が絵に表した文章
解釈を説明している。

●童話の一節を描いた二枚
の絵を比べて、違う理由に
ついて理解していている。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｲｳ

●与えられた観点に従っ
て、自分が絵に表した文章
解釈を説明する。

●教科書の挿絵を比較し、
気づいたことを話し合って
いる。

●童話の一節から自分が受
けたイメージを絵に描き、
与えられた観点で友達の絵
と比べて違いを捉えてい
る。

●教科書の挿絵を比較し、
気づいたことを話し合う。

●与えられた観点に従っ
て、自分が絵に表した文章
解釈を分析している。

●映像表現の特徴や限界に
ついて考えたことを文章に
まとめて読み合い、認識を
深める。

●教科書の挿絵を比較し
て、違いや違う理由を捉え
ている。

●映像表現の特徴や限界に
ついて考えたことを読み合
い、認識を深めている。

❶自分の言葉で平和とは何
かについて表現し、ノート
などにまとめる。

●詩と随想の特徴を理解し
ている。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱｲｳｴｵｶ (1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)

❷原曲および原詞と自由訳
を比較して、受容によって
自由訳に付け加えられた筆
者の思いを捉える。

●作品の受容が主体的な更
新を伴うものであることを
理解している。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｱｳ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

❶筆者とまど・みちおの類
似する作品を比較した筆者
の評言を、表現に基づいて
具体的に説明する。

●詩の創造過程についての
筆者の評言を具体的に説明
している。

●詩の創造過程についての
筆者の評言を具体的に理解
している。

●評論の特徴を理解してい
る。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴｵｶ (1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)

❷筆者とまど・みちおの作
品の中から、好きな作品を
選び、紹介文を書いて発表
する。

●好きな作品についての紹
介文を発表している。

●好きな作品について、そ
の特徴や工夫などを理解し
ている。

●作品の創造過程に切り込
む批評の方法を理解してい
る。

(2)ｱ (2)ｱｳ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

〔(1)ｶ〕

〔(2)ｳ〕

2 2
「文法の学習」で取り上げ
た文法事項について、その
つど系統的に学ぶ。

(1)ｲ(ｴ)

2 2

●語のさまざまな意味、語
の分類法、語種について系
統的に理解することによっ
て、語を適切に使う力をつ
け、語彙を増やす。

●語のさまざまな意味、語
の分類法、語種について興
味を持って学び、語の適切
な使用や語彙の増強に役立
てる。

●語のさまざまな意味、語
の分類法、語種について興
味を持って学び、語の適切
な使用や語彙の増強に役立
てようとしている。

●語のさまざまな意味、語
の分類法、語種について系
統的に理解している。

(1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)

(1)ｱ(ｱ)

(1)ｲ(ｴ)

0｜ 0
●文語の語彙について理解
を深める。

●文語の語彙について、古
典読解の必要に応じて参照
する。

●日本語の主体的な継承者
として文語に関心を持って
いる。

(1)ｲ(ｲ)(ｳ)

古典文法

今に伝わる注意したい古語

見ることと読むこと（挿絵）

自由訳「イマジン」（抄）･ストロベ
リー･フィールズの風に吹かれながら

言葉のいのち

網の始まり

網を広げる

一年生の文法の学習

一年生の語句･語彙の学習

読書案内

情報と表現２

読書２

0｜
●教材から読み広げる方法
を理解する。

0

●批評の方法を学び、詩の
創造について考える。

●批評の方法を学び、詩の
創造について考えようとし
ている。

●好きな作品についての紹
介文を書いている。

(1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)

0｜
●文語の語法･文法につい
て理解を深める。

●教材から読み広げる方法
を理解する。

●教材から読み広げる方法
を理解しようとしている。

●発展的に読み広げる方法
を理解している。

●文語の語法･文法につい
て、巻末折り込み活用表と
共に、古典読解の必要に応
じて参照する。

●日本語の主体的な継承者
として文語に関心を持って
いる。

0

(1)ｱｲｳｴｵ

4

3

4

2

●メディアによる表現効果
の違いについて考える。

●メディアによる表現効果
の違いについて考えようと
している。

●映像表現の特徴や限界に
ついて考えたことを文章に
まとめている。

2

●平和への思いを伝える言
葉を探り、自分の思いを語
る。

●平和への思いを伝える言
葉を探り、自分の思いを語
ろうとしている。

●自分の言葉で平和とは何
かについて表現している。

●原曲を聴き、原詞を読ん
で、受容によって自由訳に
付け加えられた筆者の思い
を捉えている。

2

●映像表現の特徴や限界を
理解し、それを比較し吟味
する観点を身につけてい
る。

(1)ｲ(ｲ)(ｳ)(ｵ)

【注】②◎で示したのは「表現に向かう読み」（単元を貫く言語活動）の大目標（表現目標）です。

【注】③読解教材の学習活動の●数字は、「学びの窓」の番号を示します。無番号の●は「まとめ」などの活動です。

【注】④「―」で示した時数は、次のように前の教材の時数に含めて考えています。（「古典の仮名遣い」→「竹取物語」、「漢文の訓読」→「故事成語」）

【注】①上記は、学習過程における学習者の学習成果を判断するための規準として提案しています。今回大幅増補した「学びの窓」（手引き）に完全準拠して作成しました。学習に生かすための評価基準については、各学校の考え方や学習者の状況に応じて工夫していただきたいと思います。

言語の学習


